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小惑星探査 につ い て

　太陽系探査計画におい て ，サ ン プル ・リター ン はその場 （in・site）観測の次 ぎの段階と して

位置付け られ る重要 な発展段階で ある こ とは，衆 目の 一
致す る と こ ろ で ある ．実際に サ ン

プル を手に して 分析が行える ため
， 採取 ・回収 され る量が例え極めて 微量で あ っ て も，そ

の 科 学的 意義 は非 常 に 高い ．その 観点か ら こ れ まで 数多 くの サ ン プル ・リ タ
ー

ン構想が 提

案 され て きたが ，こ れ らが実現に至 らなか っ たの は，非常 に 大型 の 打 ち ヒげ手段が必要 と

され たこ とが最大の 理由で ある ．実際，火星などの 大型惑星は勿論，小惑星や 彗星 な どを

対 象と して も，

一
旦 目標天体 へ の ラ ン デ ヴ

ー
或 い は着陸に 要 した減速分を投 じて ，改めて

地球へ の 帰還軌道に の せ な くて は な らず ， 通常 の 化学推進系を探査機 に搭載 した の で は 実

現が かな り困難なもの とな るか らで ある． しか しなが ら近年の 地球接近小惑星 に対す る関

心 の 高 ま りに よ り，必 要 とされ る加 減速量 が比 較 的小 さい 探査 対 象が 見出 された こ と で
，

電気推進系の 応用 を考慮 に 入れる と，地球接近小惑星の 幾 つ かの もの に つ い て は，中小 型

の 打ち上げ手段で も， サ ンプル ・リ タ
ー

ン ・ミ ッ シ ョ ンが達成可能な状況 とな っ て きた．

　 しか しなが ら， ハ レー彗星 フ ラ イバ イを行 っ た とはい え ， 本格的太陽系探査 に経験の 浅

い 我が国に と っ て， この ミ ッ シ ョ ン を成功 させ るに は，長期間稼働可 能な電気推進系 を初

め ，精密な軌道標定と誘導制御 ， 探査機の 自律制御，サ ン プ リ ン グ機構，地球帰還時の大

気圏再突入技術等 々 ，ハ ー ド及 び ソ フ トウ ェ ア両 面で 工 学的 に 多くの ブ レーク ス ル
ー

が 要

求され る． こ の ため ，宇宙科学研究所 を中心 に全国の 惑星科学者に よ り検討さ れ て きた小

惑星探査計画は
，

まずは純粋 な理学 ミ ッ シ ョ ン で は な く，サ ン プル ・リ タ
ー

ン に 必 要な技

術 要素を実証す るため の 工 学実験機MUSES （Mu 　Space　Engineering　Spacecraft）−C と して宇宙開

発委員会の 承認を得て ，平成 8年度か ら開発が 開始 される こ ととな っ た．

　こ こ で 強調 す べ きは ，工 学 ミ ッ シ ョ ン とは
， 純粋 に工 学技術の 実証 とい う観点だけか ら

は正 当化が 難 し く，理学 目的 を或 る程度含ん で 初め て ，実際に小惑星 な り探査対象 まで 飛

翔 させ る意 義が 引 き出 され るの で は ない か と い う こ と で あ る．その 意味 で は
，

工 学 ミ ッ シ

ョ ン とい う表現よ り，
パ ス ・フ ァ イ ン ダー

（Path　Finder）と呼ぶ の が適切で あろ う．特に，限

られ た予算の 下 ，パ ス ・フ ァ イ ン ダー
に続 く多 くの 探査機を送 る こ とが難 しい 現実におい

て は
，

パ ス ・フ ァ イ ン ダーとい えど も， 理学的使命の 比率も高 くならざる を得ない ．

　 か くして ，我が国の 小惑星探査計画の 嚆矢 と して ，ネリ ウ ス か らサ ン プル を持 ち帰 る こ

と を目指 したMUSES −C計画 は
，
2002年初頭 の打 ち上 げに 向け て

， 宇宙工 学 ・理学の 密接な

る 連携 に よ り着実に その 歩を進めて い る とこ ろで あ る．
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